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論 文 内 容 の 要 旨

本申請論文は,或種の半単純 リー群の無限次元表現の指標公式に関する結果を中心とするものである｡

半単純 リー群の有限次元表現に対しては,有名なWeylの指標公式が基本的で,重要な意味を持ってい

るが,この公式は式の商の形で書かれており,それを割り算した後の形は非常に難しいものとなっている｡

無限次元表現に於ても既約表現の指標が非常に重要であり,その一般論のために,HarishJChandraの

多くの論文があてられているが,指標の具体的な形を与える公式は,非常に複雑にならざるを得ない｡

これらの既約表現のうち最も基本的な離散系列の表現とよばれるものに対する指標の一般公式が最近平

井武氏によって与えられたが,それは,正項と負項を同時に含んだ形となっている｡

申請者の結果は,この一般公式が正則的離散系列,またはそれに類する場合には,正項と負項が相殺し

た簡単な形に表わされることを示している｡すなわち申請者は, B型の単純群 G芸SO｡(p,q)(p+qは

奇数)に対して次の結果を得ている｡

この場合,一般の正則元に対する指標の表示式は複雑であり,かつpまたはqが 2以外の場合には正則

離散系列は存在しない｡ しかし∧が,Bore1-deSiebenthalの pOSitivesystem に関して dominantな

Weyl領域に属している場合には,一般の表示式は,多くの互いに消去され,或いは1つにまとめること

のできる項を含んでいて,その結果,各 Cartan部分群それぞれの上で単純な形に帰着される｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請論文は,従来,一般的に研究されていたリー群の指標公式を,若干の具体的な群について詳細に調

べたものである｡

半単純 リー群の有限次元表現についての Weylの指標公式は最も重要なものであるが, 商の形で書 か

れているこの公式を割 り算すると非常に複雑な形となる｡そこに表れる係数がいわゆる weightの重複度

であるが,Kostantの公式や,∫.P.Se汀e,H.Freudenthal等多くの人の結果がある｡
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無限次元表現に於ける離散系列の表現の指標の平井の一般公式に関連して,申請者は次の2つの問題を

取り扱っている｡

(1) 正則的離散系列を持たない群に対して, tt正則的"系列に対応すべき離散系列の部分族を定義する

こと｡

(2) その部分族に属する既約表現に対して,指標を行列式等を用いて,簡単な公式で表わすこと｡

申請者はこれらの問題に対して完全な解答を与えたのであるが,このためには,従来の多くの複雑な結

果に通じ これらの本質を把捉することが必要であるとともに, リー環, リー群の構造を深く研究し,潤

察力に導かれた強力な計算が必要であった｡

なお最近, Ⅴ.Vargasが類似の結果を発表しているが,申請者の結果はそれを完全に含み,方法も全

く異なる独創的なものである｡

よって,本論文は理学博士の学位論文としての価値があるものと認められる｡
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